
  12 月と 1月に実施した講座では多様な見た目の冬芽をたくさん観察しました。冬芽の

中には春に伸びる枝と葉、花がぎゅっと折り畳まれて入っています。今のうちにお気に入

りの冬芽を見つけておけば、これからの芽吹きの季節もより楽しめますよ。

個性豊かな冬芽たち
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　　　隠れている
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　　半分幹に
　　埋まっている
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植物多様性センターは、 東京都の植物多様性を守る拠点として活動しています。
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利用案内
神代植物公園 植物多様性センター

〒182-0011　東京都調布市深大寺北町 1-4-6　　　TEL　042-485-1210　　　FAX  042-485-1220

HP　https://www.tokyo-park.or.jp/jindai/diversity/

開園時間   ９ ： 30 ～１７ ： ００　　　休園日　月曜日 （祝日の場合は翌日）、 年末年始 (12/29 ～ 1/1)

　　　注意　自転車 ・ ペットを連れての入園はできません

  X( 旧ツイッター） はこちら！

＠Parks Tayousei

アクセス情報

★…自販機●…バス停　　神代植物公園（京王バス）
　　　　　　　神代植物公園前（小田急バス）
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神代植物公園 ( 本園 )

植物多様性
センター

■正門
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「親子でロゼット観察」

 ２

（お電話は営業時間内）

２日、 ９日、 ２3 日。

14：00 ～ 14：40。

14 ： 00 から受付。

定員 15 名。
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講 座
ガイドツアー

日時 ： 令和７年 2 月 16 日 （日）  13:30 ～ 15:00

場所 ： 神代植物公園植物多様性センター　セミナー

         ルーム、 学習園

内容 ： 学習園のロゼットを観察して、 植物の冬越しの

         仕方を親子で楽しく学びます。

対象 ： 小学生～高校３年生くらいのお子様と、 その保護者

定員 ： 24 名 ( 抽選 )

申し込み方法 ： 電話または専用申込フォーム

https://form.run/@syokubutsu-t-fVBycCBpKIg5r2CIjQVu

受付 ： 1 月２４日 （金） から 2 月 6 日 （木）

２月のみどころ
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ハンノキ

Alnus japonica var.japonica

カバノキ科の落葉高木。 都

内の平地から丘陵地に広く

分布し、 自生地は湿地やそ

の周辺のみである。 世代交

代ができていない群落が多

く見られることから、 絶滅の

危険があるとされている。

こ
こ
で
見

られます！


